
平
成
十
九
年
二
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

八

八

号

在
ロ
シ
ア
連
邦
日
本
国
特
命
全
権
大
使
の
人
事
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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在
ロ
シ
ア
連
邦
日
本
国
特
命
全
権
大
使
の
人
事
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
六
七
号
）
を
踏
ま
え
、
追
加
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
に
お
い
て
、
小
町
恭
士
オ
ラ
ン
ダ
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
、
楠
本
祐
一
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
兼
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
、
伊
藤
哲
雄
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
兼
キ
ル
ギ
ス
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
及
び
�
田
義
久
レ
バ
ノ

ン
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
が
ロ
シ
ア
語
を
研
修
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
各
人
の
研
修
期
間
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

二

外
務
省
が
一
の
上
級
職
員
に
ロ
シ
ア
語
を
研
修
さ
せ
た
理
由
如
何
。

三

一
の
ロ
シ
ア
語
を
研
修
し
た
上
級
職
員
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
語
の
知
識
に
欠
け
る
斎
藤
泰
雄
氏
を
在
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
に

任
命
し
た
真
意
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
一
の
ロ
シ
ア
語
を
研
修
し
た
四
名
の
上
級
職
員
が
能
力
的
に
劣
り
、
在
ロ
シ
ア
連

邦
大
使
と
し
て
の
職
責
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
判
断
を
外
務
省
が
し
た
か
ら
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

右
質
問
す
る
。


